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　３年生での、文化の伝承・創造の視点で考え
た日本の「家族・家庭生活」の授業では、最後
に同性婚への賛否を問うたところ、「誰も不都合
ではないから、その人の自由である」という端的
な意見は少なく、多様性を尊重しつつも、社会
のことも意識し、そのジレンマの解決のために考
えようとしているのが特徴であった。これまでの
学習において、個人の利益と社会の利益における
ジレンマの存在を認め、よりよい意思決定をする
力がついているためと考えられる。また、他国と比
較したり、社会科で学んだ法律や権利を根拠に
挙げたりして、記述している生徒が多くみられた。
　以上のことから、今回の実践は、多様性を尊
重する生徒の育成に効果的であり、個のウェル
ビーイングの向上に有効であった。
　課題として、授業の振り返りや授業後の一時
期のみならず、長期にわたる実生活での学びの
活用が引き続き求められる。家庭科の目標である
「自分や家族のよりよい生活」を意識することを
副次的にせず、「個のウェルビーイングの向上」と
「持続可能な社会の構築」という双方の充実を
目指すことで、ウェルビーイングの向上を図りた
い。

　本実践は大阪府最南端に位置し、過疎地域
にも指定されている岬町に唯一の中学校である
岬中学校の中学１年生が、地域の人 と々関わりな
がら、岬町の抱える実際の課題を、英語を使っ
て解決するプロジェクト型学習（Project-Based…
Learning）の実践である。プロジェクト終了後に、
生徒に対して質問紙調査（４件法調査／生徒の
振り返り・感想の記述）を実施し、本校の生徒
が抱える３つの課題に対しての効果を検証した。

　本校生徒が抱える課題を解決することを念頭
に、本実践の目的を以下の３つに定めた。
①……生徒が明確な目的意識をもって英語を学び、

英語学習の意義や必要性を感じ取ることがで
きる

②……生徒の地域に対する理解を深め、地域とのつ
ながりを強める

③……生徒の自己効力感を高める

　本実践では、岬町の抱える「外国人観光客が
訪れない」という課題の解決をめざして、生徒が
地域の人々に直接出会い、行ったインタビュー結
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実践の目的１

実践の全体計画２

同性婚への意見 １年次 ３年次
賛成 43.8％ 41.3％
どちらかというと賛成 40.6％ 45.3％
どちらかというと反対 13.1％ 8.7％
反対 2.5％ 4.7％
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果を参考に英語紹介ポスターを作成した。その
後、岬町の公式SNSにポスターを掲載して、岬町
や地域の人々の魅力を世界の人々へ発信した。
以下は全体計画である。

（1）プロジェクトの導入
　プロジェクトの導入では生徒の動機づけを図る
ことを重視し、岬町観光課の方から直接生徒へ
プロジェクトの依頼をしていただいた。また、驚
きの要素として生徒全員分のポスターが岬町の
公式SNSに載ることや、生徒の頑張りをテレビが
取材に来ることを生徒に伝えるなどの工夫をした。

各段階での学びの様子３

（2）…プロジェクト達成を常に意識した日々の英語
学習

　生徒が日々の英語学習の目的や意義を感じ取
れるように、音読や筆写などの練習活動の場面
では、必ず「この文法や表現を使ったらインタ
ビューした人のどんなことが紹介できる？」と生
徒に発問をし、子どもたちから意見を引き出し、
学習内容の必要性や意義を生徒たちと共有した
上で習得に向けた練習活動を行った。また、獲
得した知識・技能を実際のコミュニケーションの
場面で活用するパフォーマンス課題を実施した。
単元ごとの振り返りの際には、「一枚ポートフォリ
オ評価」の考え方を採用し、２学期で学んだ単
元の振り返りをすべて１枚の用紙に記録をするな
ど、生徒が今どこに向かって学習しているのかを
感じ取れる工夫を行った。

（3）インタビューをする事業者の決定
　生徒の意見を参考に、岬町観光課の方がカフェ
店主やエステティシャン、漁師、ブルーベリー農
家など地域で活躍する事業者と生徒とをつない
でくれた。また、観光課の方から生徒へ事業者
の紹介や説明をしていただき、班ごとにどの事業
者にインタビューするのかを決めた。

（4）インタビューの準備（国語科との連携）
　インタビューする相手が決まったあとは、国語
科の授業の中で、生徒たちはインタビューの方法
や必要な情報を引き出す質問の仕方などを学ん
だ。また、国語科教諭と図書館司書によるインタ
ビューのロールプレイを見て、良いインタビューに
必要なことは何かについて生徒同士で意見を交
流させた。

（5）事業者へのインタビュー
　国語科での準備のあと、地域で活躍する６名
の方に来校していただき、班ごとでインタビュー
を行った。生徒と事業者のやり取りの中で、事
業者の方からは職業の内容に止まらず、人生で
何を大切にしているのかなど生き方に関すること写真１　観光課の方からのプロジェクト依頼
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も教えていただいた。

（6）英語紹介ポスターの作成
　12月に入り、インタビュー結果を参考にして英
語紹介ポスターの作成に取り掛かった。とりわけ
大切にしたのは、中間発表で同じ班のメンバー
や学校中の教職員から得たフィードバックを基
に、ポスターを作り直す工程だ。これにより、外
国人観光客を呼び込むために必要な要素が自身
のポスターに不足していることに気づき、自分で
修正を加える生徒の姿が見てとれた。

（7）岬町の公式SNSを通して世界に発信
　以上のような過程を経て、令和６年３月に生徒
が作成した学年生徒全員分の完成版ポスターを、
岬町の公式ＨＰやインスタグラムを通して世界の
人々に発信した。

写真２　事業者へのインタビューの様子

写真３　生徒のポスター成果物

　プロジェクト終了後の３月に生徒51名（２クラ
ス）を対象として行った質問紙調査（４件法調
査／振り返り・感想の記述）の結果を本実践の
３つの目的に沿って紹介する。なお、紙面の都
合により本紙では４件法によるアンケート結果の
みを掲載する。

（1）…英語学習の目的意識や必要性・意義を感じ
取らせることへの結果

　「日々の英語の授業がMEGAのポスターで事業
者を紹介することにつながることを理解して、２
学期の学習に取り組めた」との質問には、98％
の肯定的な回答があった（図１）。

（2）…生徒の地域に対する理解を深め、地域との
つながりを強めることへの結果

　「事業者との出会いを通して、岬町への理解が
深まった」、「事業者との出会いを通して岬町への
関心が高まった」との質問に対しては、両者とも
90％以上の肯定的な回答を得た。なお、紙面の
都合により図表は割愛する。

（3）自己効力感を高めることへの効果
　「MEGAプロェクト（本実践）など、自分たちで
岬町の状況を少しでも良い方に変えることができ
る可能性があると感じる」との質問に対しては
98％の肯定的な回答を得た（図２）。

結果４

図１　事後アンケート結果（英語学習面）
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　以上の結果より、本実践の３つの目的に対して
一定の効果があったように思われる。今後は外
国科のみではなく学校全体でプロジェクト型学習
の研究や実践を行っていきたい。

　岡山県では、特別支援を必要とする生徒の増
加に伴い、特別支援教育の観点に基づく授業づ
くりが重要視されている。本研究は、中学校の
自閉・情緒学級を対象に、タブレット端末を活
用したUDL（学びのユニバーサルデザイン）に基
づく授業実践を通じて、生徒の学習への取り組
みを具体的に示すことを目的とした。特に、学習
支援動画とデジタルドリル教材「タブドリLive！」
を中心に、ICTが学習をどのように支援したかを
報告し、特別支援学級や通常学級における授業
の参考とすることを目指した。

図2　事後アンケート結果（自己効力感）
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　対象は岡山県Ｘ中学校の自閉・情緒学級に在
籍する中学１年生で、令和Ｙ年６月から９月にか
けて中学数学「文字の式」の単元で研究を実施
した。学習支援動画は、教師がメタモジノートを
活用して作成した動画教材であり、教科書の重
要ポイントや演習問題を視覚的および音声で解
説したものを生徒が自分のペースで視聴できるよ
うにした。一方、タブドリは、生徒の個別の学習
スタイルに応じた課題選択や進捗管理が可能な
デジタル教材であり、学習意欲を高める工夫も
含まれている。授業全体の計画は、自由進度学
習の考え方を取り入れ、単元全体の学習計画を
生徒に提示したうえで、毎授業の目標を明確に
示し、学習支援動画とタブドリを活用しながら各
自のペースで学習を進められるよう設計した。生
徒の学習状況は観察と記録を通じて把握し、さ
らにインタビューを行い、生徒の意見を収集した。
抽出児Ａ児はタブドリを使い学習意欲が向上し、
進捗状況の可視化や即時フィードバックが効果的
だった。キーボード入力が興味を引き、学習を
継続しやすくした。抽出児Ｂ児は学習支援動画
を使って自分のペースで学習し、繰り返し視聴
や一時停止機能を活用することで理解が深まっ
た。視覚的な整理が進み、ノート作成に役立った。
どちらもUDLに基づいた学びの支援が、個別の
学習スタイルに適応して学習意欲を高めた。

　本研究では、中学校の自閉・情緒学級におい
てタブレット端末を活用した学習支援動画やタブ
ドリを使用し、UDLに基づく授業を実施した。
結果として、ICTの活用により生徒一人ひとりの
学習スタイルに合わせた個別化された学びが支
援され、生徒の主体的な学びの姿勢が育成され
たことが明らかになった。特別支援学級では複
数学年が混在することが多く、従来の一斉授業
では個別の学習ニーズに十分対応できない課題
があるが、本研究のUDL授業では各生徒に応じ

研究の実際

研究のまとめ
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た指導が可能であることが示唆された。特に、
学習に消極的だった生徒や学習進度が遅れがち
だった生徒がICTを通じて積極的に参加でき、
自己ペースで学習を深めることができた。これに
より、ICTを活用したUDL授業は、特別支援学
級のみならず、通常学級でも効果的に活用でき
る可能性があることが示された。
　本研究では、ICTを活用したUDL授業で個別
最適な学習環境の提供を目指したが、協働的な
学びの機会が不足しており、特にコミュニケーショ
ン能力の発達を促す機会が不足していた。自閉・
情緒学級の生徒は他者とのコミュニケーションに
困難を抱えており、協働的な学びが重要である
と認識されるが、ICTによる個別学習ではその機
会が限られていた。このため、今後は、単元計
画においてコミュニケーションをしながら互いに
学び合う機会を意図的に設定し、協働的な学び
も促進することが課題となる。

　人間は「オブジェクトの多様性を直感的に理解
し、他者とコミュニケートする目的で、系統樹・
地図・ダイアグラム」などの「図形言語」を用い
てきた（１）。
　図形を言語として語らせれば、歴史をもっと深
く、面白く学ぶことができる。全体像のビジュア
ルからトップダウン処理によって「何についての話
か」が与えられ、部分の理解へ向かう力が生じ
るからである。私が用いる図形言語はコンセプト
マップである。

　学習内容を要素に分解し、線（矢印）で結び、
地図状に表現（マッピング）したものである。認
知心理学では図上の概念や知識を「ノード」（結
節点）、ノード間の矢印を「リンク」、リンクに付
す説明を「ラベル」とよぶ。記憶のモデルであり、
教師が作成して提示するにせよ、生徒自身が作
成するにせよ、学習に有益なツールと考えられて
いる（２）。
　作成の初期はリンクが錯綜して見づらいが、書
き直す中でグループ化して枠で囲むなどしてリン
クを減らし、交錯させないようにすると格段に見
やすくなる。これは、知識や思考が整理されて
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深い学びが成立し、かつ「自分は何を知っている
か」というメタ認知を得る過程でもある。

　学習指導要領の「我が国の歴史の大きな流れ」
とは教科書である。「社会的事象の歴史的な見
方・考え方」、すなわち時系列、事象の推移や比
較、相互のつながりなどの視点も包蔵される。記
述される知識（事象）と思考（解釈）の網の目を
「使って書き換える」ことはグローバル社会で共
生するための基盤である。
　以上の理由で私は歴史の教科書を再構成した
コンセプトマップを授業に用いている。そもそも、
関係を構造化して表現するコンセプトマップは因
果・影響・交流・対立など諸関係の集積である
歴史との親和性が極めて高い。多くの人物や事
件を１枚の紙上に並置することで、関係性の中か
ら「我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史

歴史の教科書から作成する２

を背景に、各時代の特色を踏まえて理解する」
ことができる。幕末直前に清や欧米勢力を「随時」
登場させられる便利さもある（資料１）。

（1）２種類のワークシート（Ａ４サイズ）
①教科書（東京書籍『新しい社会　歴史』）１
単元分（２ページ）のコンセプトマップ：ノードと
ラベルに数十か所、通し番号を付け、うち20か
所程度を空欄にする。
②上記①と同範囲をレジュメ形式でまとめた復習
用ワークシート（資料２）：①で通し番号を付した
語句が同じ番号付きの空欄となっている。

（2）授業の展開
　冒頭に班で教科書をマル読みした後、ウォー
ムアップとして①の指定された３か所の空欄にあ
てはまる語句を相談して探し、解答をシェアする。

コンセプトマップを用いた授業３

資料１　 投影用のコンセプトマップ 
（生徒用は「36.天保の改革」・「53.アヘン戦争」など太字で示した語句が空欄になっている）
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生徒の視点が全体と部分を往還しはじめる。そ
の後、電子黒板に投影されたコンセプトマップ（資

料１）を見て、解説を聞いたり、問いについて話
し合ったりしながら、各自の①の空欄に語句を
記入する。①の一部の説明を求められることもあ
る。授業後、②の空欄を全て補充し、週１回提
出する。
　メリットは次の通り。視点の拡大と縮小を繰り
返して学ぶことで立体的な歴史像の形成が期待
される。また、①・②の併用で内容の定着ととも
に板書量を削減でき、発表やグループワークなど
他の手法との組合せが容易となる。教師がとって
おきの小ネタを話す時間も確保できる。

（3）生徒による作成と発表
　次の章に移行する際に全員が班ごとに割り当
てられた範囲で作成する（資料３）。作成後、班

で選んだコンセプトマップを用いてパートを分担
して発表する（資料４）。
　作成や発表は多少間違っても、その後、調整
すればよい。これにより生徒は以後の授業につ
いて見通しを持つことができる。また、コンセプ
トマップを言語化して発表する際にオリジナルの
表現が生まれ、アウトプットによる学習効果が生
じる。

資料２　復習用のワークシート（コンセプトマップから語句を書き写す）
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　コンセプトマップを「主体的・対話的で深い学
び」の中核におく授業は、長らく高校の世界史
で受験生を相手に実践してきた。現在、中学校
に勤務しているが、授業に慣れた中２・中３生の
評価（４点満点の平均で「歴史の授業は歴史を
深く学ぶことができる」が3.85、「歴史の授業は
面白い」が3.54）は良好である。図形言語として
のコンセプトマップの可能性はまだある。さらに

まとめ４

追求したい。
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樹曼荼羅　チェイン・ツリー・ネットワーク』、
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（2）守一雄『認知心理学』（現代心理学入門１）、
岩波書店、1995、176p
市川伸一『学習と教育の心理学』（現代心理学
入門３）、岩波書店、1995、165p

資料３　生徒が作成したコンセプトマップ

資料４　発表の様子




